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• メンタルヘルス不調の未然防止（一次予防）を
強化するため、

• →義務

• 本人にその結果を通知して自らのストレスの状
況の気づきを促し、個々の労働者のストレスを
低減させる。

• →努力義務

• 検査結果を集団ごとに集計・分析し、職場にお
けるストレス要因を評価し、職場環境の改善に
つなげることで、ストレス要因そのものを低減
するよう努める。
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個人に対して

職場に対して

ストレスチェック指針より抜粋



調査票選び
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調査票の要件

1. 仕事のストレス要因

2. 心身のストレス反応

3. 周囲のサポート（緩衝要因）
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「規定する3つの領域に関する項目が含まれているものであれば、
事業者の意見および衛生委員会などでの調査審議を踏まえて、事業
者の判断により選択することができるものとする。なお、事業者が
ストレスチェックに用いる調査票としては、「職業性ストレス簡易
調査票」を用いることが望ましい。」

※ストレスチェック指針より



NIOSH職業性ストレスモデル
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職業性ストレス簡易調査票の種類

1. 職業性ストレス簡易調査票

57項目19尺度

簡略版 23項目9尺度

2. 新職業性ストレス簡易調査票

短縮版 80項目42尺度

推奨版 120項目42尺度
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職業性ストレス簡易調査票（2000年作成）
は、ストレス軽減・不調の防止を目的と
して作成されている。

新職業性ストレス簡易調査票（2012年作
成）は、ワークエンゲイジメント概念が
導入されて、ストレスがあってもイキイ
キと働ける職場づくりを目的としている。
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ワーク・エンゲイジメントとは

仕事に誇り・やりがいを感じ 熱意

熱心に取り組み 没頭

仕事から活力を得て 活力

イキイキしている状態を言います。
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9図 ワーク・エンゲイジメントに注目した個人と組織の活性化（島津）



個人のストレスと組織の課題
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11図 ワーク・エンゲイジメントに注目した個人と組織の活性化（島津）
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性別・年代別の高ストレス者比率

ピースマインド・イープ株式会社 調査結果（2015年8月）より



「職場における高ストレス者の数には、上司の部下に対する対応や職
場の環境要因が大きな影響を与えている」（ピースマインドイープ株
式会社の調査結果より 2015年8月」 13

高ストレス者の数と職場環境との関係


